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北
六
甲
台
地
区
に

福
祉
ネ
ッ
ト
が
発
足
！

超
高
齢
社
会
の
到
来

日
本
は
超
高
齢
社
会
を

迎
え
、
二
〇
二
五
年
に
は

団
塊
世
代
が
七
五
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、

医
療
、
介
護
、
そ
の
他
の

高
齢
者
ケ
ア
の
需
要
が
一

気
に
高
ま
り
ま
す
。
北
六

甲
台
地
区
（
北
六
甲
台
と

上
山
口
東
）
の
高
齢
化
の

進
展
も
著
し
く
、
十
年
後

に
は
北
六
甲
台
も
四
人
に

一
人
が
後
期
高
齢
者
に
な

る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
ケ
ア
の

地
域
横
断
組
織
を

買
物
、
通
院
、
ゴ
ミ
出

し
な
ど
の
高
齢
者
の
困
り

事
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

北
六
甲
台
地
区
で
は
、
そ

う
し
た
問
題
に
社
協
分
区
、

北
六
甲
台
自
治
会
、
上
山

口
東
自
治
会
、
福
寿
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

民
生
委
員
な
ど
が
個
別
に

対
応
し
て
き
ま
し
た
。
た

だ
相
互
の
連
携
は
な
く
、

今
後
の
激
増
す
る
困
り
事
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福祉ネットワーク北六甲台地区会議

設立総会のご案内

日時：平成２7年３月８日(日）９時開会
会場：山口ホール（山口センター１階）

第一部 設立総会（9:00～10:00）

議事：設立趣意書・事業計画、会則、役員選出

第二部 福祉フォーラム（10:10～12:00）

講演：テーマ「地域包括ケアと地域実践事例」

講師 藤井博志（神戸学院大学教授・専門：地域福祉）

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
六
甲
台
地
区
会
議

三
月
八
日
設
立
総
会

と
幅
広
い
参
加
が
あ
り
、

連
携
が
は
か
ら
れ
ま
す
。

設
立
総
会
参
加
を
！

福
祉
ネ
ッ
ト
は
、
三
月

八
日
に
下
記
の
通
り
設
立

総
会
を
開
催
し
ま
す
。
総

会
後
に
は
、
藤
井
神
戸
学

院
大
学
教
授
の
「
今
後
の

高
齢
化
に
向
け
た
地
域
の

取
組
み
」
に
つ
い
て
講
演

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
（
構
成
組
織
の

役
員
）
だ
け
で
な
く
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
も
自
由

に
ご
参
加
頂
け
ま
す
。
ぜ

ひ
と
も
ご
参
加
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

福
祉
ネ
ッ
ト
設
立
準
備
会

事
務
局
・
日
高
昭
夫

に
対
応
す
る
に
は
縦
割
り

の
各
組
織
に
横
串
を
通
し

た
横
断
組
織
が
必
要
で
す
。

福
祉
ネ
ッ
ト
の
設
立

そ
こ
で
社
協
北
六
甲
台

分
区
を
中
心
に
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
介
護
者
の
見

守
り
と
困
り
事
の
地
域
支

援
を
目
的
に
、
上
記
の
六

組
織
・
役
職
の
連
携
組
織

で
あ
る
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
北
六
甲
台
地
区
会
議
」

（
福
祉
ネ
ッ
ト
）
を
立
ち

上
げ
る
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

幅
広
い
連
携

福
祉
ネ
ッ
ト
は
、
構
成

組
織
の
代
表
者
で
あ
る
役

員
の
他
に
、
あ
ん
し
ん
窓

口
山
口
セ
ン
タ
ー
長
と
市

社
協
地
区
担
当
の
サ
ポ
ー

ト
メ
ン
バ
ー
と
地
域
在
住

有
識
者
の
顧
問
、
地
域
の

医
療
・
福
祉
関
係
の
六
事

業
者
に
よ
る
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、

地
域
の
医
療
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
関
係
の
四
名
の
専
門
職
・

実
務
者
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

福祉ネット設立準備会
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「
青
い
空
」
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

十
二
月
二

十
二
日
、
社

協
分
区
事
業

の

ひ

と

つ

「
障
が
い
者

児
支
援
事
業
・

青
い
空
」
の

ク
リ
ス
マ
ス

会
が
あ
っ
た
。

取
材
も
兼
ね

て
サ
ン
タ
さ

ん
役
を
引
き

受
け
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
参
加
し
た
。

十
二
時
前
、
会
場
の
安
心
プ
ラ
ザ
で
は

女
性
四
人
と
男
性
一
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
昼
食
準
備
が
整
え
ら

れ
て
い
た
。
障
が
い
者
ご
本
人
は
入
院
中

の
方
も
あ
り
、
今
回
は
お
二
人
だ
っ
た
。

施
設
派
遣
の
介
護
者
と
私
も
含
め
九
人
の

賑
や
か
な
昼
食
が
始
ま
っ
た
。
手
づ
く
り

の
炊
き
込
み
ご
飯
、
具
だ
く
さ
ん
豚
汁
、

朝
獲
り
大
根
の
サ
ラ
ダ
に
、
鶏
唐
揚
げ
、

フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
モ
ス
・
チ
キ
ン
と
い
っ

た
豪
華
版
で
あ
る
。
昼
食
を
終
え
た
頃
に

は
三
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
者
に
も
か

け
つ
け
て
も
ら
っ
た
。

昼
食
懇
談
を
終
え
た
頃
、
福
寿
会
・
大

正
琴
同
好
会
の
五
人
が
演
奏
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
の
た
め
来
訪
さ
れ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス

曲
を
中
心
に
十
一
曲
の
大
正
琴
が
演
奏
さ

れ
た
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲

を
、
配
布
さ
れ
た
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
な
が
ら

全
員
で
口
ず
さ
ん
だ
。

「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
が
始
ま
っ
た
。
打
ち

合
わ
せ
通
り
、
サ
ン
タ
の
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
オ
ジ
イ
サ
ン
（
か
く
い
う
私
）
の
登
場
で

あ
る
。
初
デ
ビ
ュ
ー
の
挨
拶
の
後
、
障
が
い

者
お
二
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
贈
呈
と
な
る
。

手
渡
し
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
握
手
を
交
わ
し
、

カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
。

そ
の
後
、
演
奏
者
た
ち
も
交
え
て
総
勢
十

七
人
の
デ
ザ
ー
ト
タ
イ
ム
と
な
っ
た
。
こ
こ

で
も
ご
婦
人
方
の

手
づ
く
り
サ
ン
ド
・

ケ
ー
キ
が
メ
イ
ン

で
あ
る
。
こ
う
し

た
催
し
で
い
つ
も

痛
感
す
る
の
は
地

域
の
主
婦
パ
ワ
ー

の
凄
さ
で
あ
る
。

紅
茶
を
飲
み
な

が
ら
の
歓
談
が
続

い
た
。
気
が
つ
け

ば
閉
会
時
間
の
三

時
だ
っ
た
。
和
や

か
な
三
時
間
の
ク

リ
ス
マ
ス
会
が
ア
ッ

と
い
う
間
に
過
ぎ

た
。

（
日
高
・
記
）

障
が
い
者
・
児
支
援
事
業

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
！

上
山
口
二
丁
目

亀
岡

沙
羅
ち
ゃ
ん

（
二
カ
月
）

さ
ら

パ
ッ
チ
リ
お
目
目
の
紗
羅

ち
ゃ
ん
は
、
マ
マ
を
見
て
ニ
ッ

コ
リ
。
「
最
近
、
ご
機
嫌
な

時
は
声
も
出
す
ん
で
す
よ
」

と
お
母
さ
ん
が
嬉
し
そ
う
お

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
母
乳
を
飲
み
な
が
ら
寝
て

く
れ
る
の
で
、
と
っ
て
も
楽

な
ん
で
す
」
と
お
母
さ
ん
。

マ
マ
の
お
っ
ぱ
い
を
い
っ
ぱ

い
飲
ん
で
、
ス
ク
ス
ク
と
成

長
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
紗
羅
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
る
時
、
初
め
て

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
お
家
に
泊
ま
っ
て
お
利

口
に
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。

「
赤
ち
ゃ
ん
返
り
も
ほ
と
ん

ど
な
く
て…

」
と
お
母
さ
ん
。

“
紗
羅
”
ち
ゃ
ん
と
い
う
お

名
前
も
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が

「
こ
の
名
前
が
い
い
」
と
言
っ

て
、
決
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

お
父
さ
ん
も
紗
羅
ち
ゃ
ん
を

と
っ
て
も
か
わ
い
が
っ
て
ら
っ

し
ゃ
る
と
の
こ
と
。

お
母
さ
ん
の
ご
実
家
で
は
、

初
め
て
の
女
の
子
の
お
孫
さ

ん
に
か
わ
い
い
お
洋
服
な
ど

を
買
っ
て
き
て
く
れ
る
そ
う

で
す
。
ご
家
族
み
ん
な
の
愛

情
に
包
ま
れ
て
、
ま
す
ま
す

か
わ
い
ら
し
く
成
長
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

主
任
児
童
委
員

小
澤

薫

【お知らせ】
赤ちゃんモデル募集！

生後二か月頃の赤ちゃんのいる
ご家庭を訪問する「健やか赤ちゃ
ん訪問」の際に、民生・児童委
員がお声をおかけします。

たくさんの赤ちゃんモデルの
ご応募、お待ちしています。
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十
二
月
十
三
日
、

山
口
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
二
名
の
講

師
を
お
招
き
し
「
介

護
保
険
制
度
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
福
祉

講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
予
想
以

上
の
受
講
者
に
担
当

者
も
ホ
ツ
ト
す
る
？

と
共
に
、
地
域
の
高

齢
化
が
進
展
し
介
護
の
必
要
に
迫
ら
れ
て

い
る
方
の
多
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
と
は

平
成
十
二
年
四
月
に
国
の
施
策
に
よ
り

開
始
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
安
心

し
て
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
介
護
や

支
援
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
、

当
人
や
家
族
の
負
担
を
減
ら
す
事
を
目
的

に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。
介
護
保
険
料

は
、
四
十
才
か
ら
支
払
い
ま
す
。
六
十
五

才
に
な
れ
ば
介
護
保
険
証
が
自
宅
に
届
き

ま
す
。

■
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

介
護
を
必
要
と
す
る
人
は
、
ま
ず
介
護
認

定
を
申
請
し
ま
す
。
事
前
に
各
種
調
査
が

必
要
で
す
の
で
、
ま
ず
電
話
で
相
談
を
し

て
下
さ
い
。

介
護
保
険
申
請
・
利
用
の
概
要
を
図
示

し
ま
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

福
祉
講
座
「
介
護
保
険
制
度
入
門
」

研
修
部

守
本

博

最
後
に
、
介
護
を
必
要
と
す
る

ご
家
族
が
お
ら
れ
る
皆
様
！
介
護

等
を
専
門
に
扱
つ
て
い
る
山
口
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
高
齢
者
安
心

窓
口
」
（☎

0

七
八-

九
〇
三-

〇

五
二
五
）
に
相
談
す
れ
ば
色
々
と

お
知
恵
を
拝
借
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
相
談
下
さ
い
。

一
月
二
五
日
”
北
六
甲
台
地
区
オ
ヤ
ジ
会
”
二
回
目
の
呑
み

会
を
、
北
六
甲
台
『
花
こ
と
ば
』
さ
ん
で
開
催
し
ま
し
た
。
二

時
間
余
り
一
三
名
の
オ
ヤ
ジ
た
ち
が
忌
憚
の
な
い
懇
親
を
楽
し

み
ま
し
た
。
次
回
は
二
月
二
十
二
日
十
七
時
か
ら
同
じ
会
場
で

す
。
お
問
合
せ
は
日
高
迄
（
〇
九
〇-

九
八
七
八-

六
三
三
六
）

電
話
で
相
談

電
話
相
談
の
結
果
、
必
要
と
判
断
さ
れ
れ

ば
、
訪
問
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

認
定
申
請
書
の
送
付
先

西
宮
市
高
齢
福
祉
課
又
は
山
口
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
※
下
記
電
話
番
号
参
照

介
護
保
険
の
申
請

・
決
定
ま
で
約
一
カ
月
を
要
す
る

・
介
護
の
状
況
に
よ
り
、
要
支
援
１
～
要

介
護
５
ま
で
に
分
か
れ
る
（
要
支
援
は
二

区
分
、
要
介
護
は
五
区
分
）

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
決
定

介
護
保
険
の
利
用
開
始

・
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
訪
問
介
護
、

施
設
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）
、

介
護
用
リ
フ
ォ
ー
ム
、
介
護
用
品
の
レ
ン

タ
ル
等

・
要
介
護
、
要
支
援
と
も
サ
ー
ビ
ス
内
容

は
変
わ
ら
な
い
が
、
利
用
回
数
や
利
用
時

間
に
違
い
が
あ
る

・
利
用
す
る
内
容
は
、
利
用
者
の
状
態
に
よ
っ

て
異
な
る
の
で
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

相
談
し
て
決
め
ら
れ
る

チョイ呑みオヤジ会を開催！

分区長 生田 收
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平成二十六年度ふれあい交流会

一堂に会して交流を深める

去る、1月21日、地域の高齢者（75歳以上）の皆さんをお迎えして、ボランティアスタッフ

を含めて124名の参加のもと、お食事会を兼ねた交流会を「サンパレス六甲」で開催しました。
上山口東と北六甲台の各丁目ごとに１３のテーブルにわかれて交流しました。向う三軒両隣

りの皆さんがお食事をしながら懇談し、絆を深めて頂ける場になったと思います。

食後のカラオケタイムでは、各テーブルごとに代表者が、日頃鍛えた喉を披露され、伸びの
ある美声に会場の大きな拍手が相次ぎました。

また社協分区からは「福祉ネットワーク北六甲台地区会議」の立ち上げについても説明させ

て頂き、３月８日（日）の設立総会のご案内もさせて頂きました。

この会での出会いと繋がりをさらに太くし、親交を深めて頂くことで、このまちに住んで良
かったと実感できるまちづくりの一助なれたならと願っています。

このふれあい交流会は、歳末助け合い募金の助成を受け、地元企業の㈱レック（サンパレス

六甲）さんのご協力を得て、地域福祉活動事業として開催したものです。
また北六自治会館での毎月第２水曜、上山口東安心プラザでの第３水曜に開催しています

「ふれあい喫茶」にも交流の場として気楽にお越し頂き、新たな出会いを作って下さい。

今回参加頂けなかった高齢者の皆さんを含め、ますますのご健勝をお祈り致します。

お弁当の献立
上下２段のお重にお刺身、煮物、

牛肉しぐれ煮、ご飯、デザートが
盛り付けられている。お年寄り向

きの薄味の和風弁当である。

十
三
組
の
歌
自
慢
の
皆
さ
ん
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